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対応　事業規模は2億円超 対応　事業規模は2億円超 対応　事業規模は2億円超 対応　事業規模は2億円超 
　６月定例会は６月５日に招集され、１８日まで
の１４日間の会期で開きました。今定例会では、
一般会計予算繰越明許費にかかる繰越計算書の
報告などの報告４件、一般会計補正予算などの
議案２４件、また、議員から議会議員の議員報酬、
費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正

の議案１件が提出され、慎重に審議を行いまし
た。 
　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・可決しました。 
　一般質問は６月１６日、１７日に行われ、６議員
が町政全般にわたり質問しました。 

新型コロナウイルス感染症対応　第２次補正予算 
一般会計補正予算（第３号） 

新型コロナウイルス感染症対応　第２次補正予算 新型コロナウイルス感染症対応　第２次補正予算 

 
事業内容 

 
令和２年４月１日までに生まれた者で、０歳から大学生・専門学校
生等までの子を対象者とし、福崎町に住民登録のある保護者に対し、
対象者１人につき２万円を給付する。 
 
令和２年４月２８日から令和３年３月３１日までに生まれた子を対象者
とし、６月１日現在、福崎町に住民登録のある対象者の父または母
に対し、対象者１人につき１０万円を給付する。 
 
令和２年６月分の児童扶養手当の受給者に対し、対象となる子１人
につき３万円を給付する。 
 

令和２年６月１日現在、福崎町に単身で居住する大学生等に対し、
１人につき２万円を給付する。

 
 
 
新型コロナウイルス感染症の影響により、３月から６月までのうち、
いずれかの月の売上高が前年同月比２０％以上減少している町内に事
業所を有する小規模事業者に対し、１事業者につき１０万円を支給す
る。　　　　　　　　　　　　　　　※第１次補正（Ｐ１７）から拡充
　　 
小中学生の学校給食費、認定こども園児のおやつ代を、令和２年６
月から１１月までの６か月間無償とする。 
 
準要保護世帯等の児童生徒の保護者または認定こども園等副食費免
除対象者及び３号認定児等の保護者に対し、対象者１人につき３万
円を給付する。 
 
町内の小中学校の音楽室等に空調設備を整備する。 

 
事業名 
 

子育て世帯応援給付金 
給付事業 
 
 
新生児世帯応援給付金 
給付事業 
 
 
ひとり親世帯応援給付金 
給付事業 
 
単身大学生等応援給付金 
給付事業 
 
 
小規模事業者応援事業 
（拡充） 
 
 
 

学校給食費等無償化事業
 

 
 

学校給食費等無償化応援 
給付金給付事業

 
 
 
学校空調設備緊急整備事業 

申請期限 
令和３年３月３１日 

申請期限 
令和３年３月３１日 

申請期限 
令和３年３月３１日 

申請期限 
令和２年８月３１日 



6月定例会 

新型コロナウイルス感染症 新型コロナウイルス感染症 新型コロナウイルス感染症 新型コロナウイルス感染症 
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働
き
な
が
ら
学
ぶ
定
時

制
、
通
信
制
の
学
生
も
対

象
と
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

　
子
育
て
世
帯
応
援
給
付

金
の
対
象
は
、
乳
幼
児
か

ら
大
学
、
短
期
大
学
、
大

学
院
、
専
修
学
校
、
予
備

校
等
に
在
学
す
る
学
生
と

さ
れ
て
い
る
が
、
働
き
な

が
ら
学
ぶ
定
時
制
、
通
信

制
の
学
校
に
在
学
す
る
学

生
も
対
象
と
な
る
の
か
。
 

学
校
教
育
課
長 

　
工
事
発
注
を
速
や
か
に

行
い
、
７
月
２０
日
に
は
使

用
が
で
き
る
こ
と
を
目
標

に
進
め
て
い
き
ま
す
。
工

事
の
実
施
は
授
業
終
了
後

や
土
日
祝
日
な
ど
に
行
い

授
業
に
支
障
の
な
い
よ
う

に
行
う
予
定
で
す
。
 

住
民
生
活
課
長 

住
民
生
活
課
長 

　
福
崎
町
内
に
在
住
し
て

い
る
こ
と
を
証
明
で
き
る

書
類
と
し
て
、
賃
貸
住
宅

の
契
約
書
等
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
工

夫
し
な
が
ら
、
影
響
が
大

き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
田
原
小
学
校
の
音
楽
室

福
崎
小
学
校
の
音
楽
室
と

図
工
室
は
、
３
つ
の
密
を

避
け
る
た
め
、
６
月
か
ら

６
年
生
の
普
通
教
室
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

工
事
の
予
定
時
期
、
対
応

な
ど
は
ど
う
か
。
 

　
音
楽
室
を
普
通
教
室
と

し
て
利
用
す
る
場
合
、
他

の
学
年
は
音
楽
室
を
利
用

で
き
な
い
こ
と
に
な
る
が

支
障
は
な
い
の
か
。
 

　
申
請
時
の
必
要
書
類
と

し
て
、
対
象
者
が
福
崎
町

に
在
住
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
で
き
る
も
の
の
写
し

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
書
類
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。
 

住
民
生
活
課
長 

地
域
振
興
課
長 

　
契
約
者
が
保
護
者
で
あ

る
場
合
は
、
契
約
者
と
の

続
柄
が
わ
か
る
資
料
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 
契
約
者
が
未
成
年
で
あ

れ
ば
、
保
護
者
が
契
約
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の

で
は
。
そ
う
い
う
場
合
で

も
可
と
す
る
の
か
。
 

　
今
回
の
拡
充
に
よ
り
、

５０
％
未
満
の
売
上
高
減
少

と
い
う
上
限
を
撤
廃
し
、
 

他
の
支
援
金
制
度
と
の
併

給
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

約
１
０
０
０
事
業
者
の
６５

％
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
支
給
対
象
を
６
５
０
者

と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、

見
通
し
は
ど
う
か
。
 

各種イベントの中止、期末手当の削減などにより財源を捻出 

　福崎町の厳しい財政状況の中、独自の新型コ
ロナウイルス感染症対策を実施するにあたり、
議会として町民の思いに寄り添い、また、感染
症対応で苦しむ子育て世帯支援の財源の一部に

役立ててもらうため、議会議員の６月期末手当
を２０％減額しました。 
　なお、減額した財源はひとり親世帯応援給付
金給付事業に充てられます。 

議会議員全員で協議・決定 ６月期末手当を２０％減額 議会議員全員で協議・決定 ６月期末手当を２０％減額 

第491回定例会 
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ま
ち
づ
く
り
課
長 

　
年
次
目
標
を
立
て
て
進
め
て

い
ま
す
が
、
来
年
度
に
見
送
っ

て
も
大
き
な
支
障
と
は
な
ら
な

い
と
判
断
し
、
削
減
し
ま
し
た
。
 

町
長 

　
そ
れ
ぞ
れ
当
初
予
算
に
計
上

し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
必
要

な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
不
急
な
事
業
を

考
え
た
中
で
、
１
年
間
見
送
る

と
い
う
重
い
決
断
を
い
た
し
ま

し
た
。
 

　
た
だ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
議
会
の
議
論
の
推
移

を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
道
路
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
及
び
交

差
点
名
標
識
設
置
が
削
減
さ
れ

て
い
る
が
、
必
要
な
も
の
で
は

な
い
の
か
。
 

町
長 

　
今
年
の
会
議
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
書
面
決
議
と
な
り
、

議
論
を
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
自
身
は
続
け
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思

い
で
す
の
で
、
発
言
す
る
機
会

が
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
に
対
応
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長 

　
も
と
も
と
個
人
番
号
通
知
カ

ー
ド
単
体
で
は
本
人
確
認
等
の

効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
廃
止
後

に
つ
い
て
も
個
人
番
号
の
証
明

に
は
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
 

　
だ
ん
だ
ん
と
実
績
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
公
社
の

存
続
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

方
向
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。
福
崎
町
は
ど
う
い
う
対
応

で
臨
ん
で
い
る
の
か
。
 

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
個
人

番
号
通
知
カ
ー
ド
の
新
規
発
行

等
の
手
続
き
は
５
月
２５
日
で
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。
 

 　
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
が
廃

止
さ
れ
る
と
、
全
く
効
力
を
失

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
か
。
 

住
民
生
活
課
長 

　
廃
止
後
に
住
民
登
録
を
さ
れ

個
人
番
号
が
付
与
さ
れ
る
場
合

は
、
個
人
番
号
通
知
書
が
送
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
廃
止
後
、
こ
れ
に
代
わ
る
も

の
は
あ
る
の
か
。
 

　
妖
怪
ベ
ン
チ
も
、
い
ろ
い
ろ

な
意
見
は
あ
る
が
、
評
価
す
べ

き
面
も
大
き
い
。
庁
舎
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
も
必
要

性
は
あ
る
と
考
え
る
が
。
 

山崎地区ほ場整備推進事業 

防災マップ作成事業 

橋梁補修事業 

町営住宅駅前団地建替事業 

校内通信ネットワーク整備 
事業（小学校・中学校） 

５００万００００円 

２２０万００００円 

１億１３６０万００００円 

２６９０万００００円 

８４００万００００円 

一般会計予算繰越明許費 

繰越計算書の報告 

建設改良事業 １億４０７０万００００円 

下水道事業会計予算繰越明許費 

東部工業団地造成事業 ２０１９万４４８０円 

工業団地造成事業会計予算繰越明許費 

繰越明許費とは 

豆 知 識 

　
経
費
の
性
質
や
予
算
成
立
後
の
な
ん
ら
か
の

理
由
で
、
そ
の
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い

見
込
み
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
得
て
翌
年
度
に
限
り
繰
り
越
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
予
算
。
 

条
例
改
正
・
そ
の
他
の
報
告
 

条
例
改
正
・
そ
の
他
の
報
告
 



山
口
省
五
氏
（
高
岡
）
 

　
任
期
　
令
和
２
年
６
月
１７
日
か
ら
３
年
間
 

長
谷
川
俊
行
氏
（
西
田
原
）
 

　
任
期
　
令
和
２
年
８
月
２
日
か
ら
３
年
間
 

谷
口
勝
則
氏
 

　
住
所
　
神
河
町
上
小
田
 

　
任
期
　
令
和
２
年
７
月

　
　
　
１
日
か
ら
４
年
間
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中
播
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意
 

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
 

　
委
員
の
選
任
に
同
意
 

豆 知 識 公平委員会とは 

　地方公務員の職員の勤務条件に

関する措置の要求及び職員に対す

る不利益処分を審査し、並びにこ

れについて必要な措置を講ずるこ

とを職務とする行政委員会。 

令和元年度兵庫県町土地開発公社事業報告及び令和２年度事業計画 

令和元年度福崎町一般会計予算繰越明許費にかかる繰越計算書の報告 

令和元年度福崎町下水道事業会計予算繰越計算書の報告 

令和元年度福崎町工業団地造成事業会計予算繰越計算書の報告 

中播公平委員会委員の選任 

福崎町固定資産評価審査委員会委員の選任（２件） 

福崎町農業委員会委員の任命（１２件） 

福崎町手数料条例の一部を改正する条例 

福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例 

 

 

 

福崎町道路線の廃止 

一般会計補正予算（第２号） 

一般会計補正予算（第３号） 

県内１２町で構成する兵庫県町土地 
開発公社の事業報告及び事業計画 
の報告 

２億３１７０万円を令和２年度へ繰り 
越し 

１億４０７０万円を令和２年度へ繰り 
越し 

２０１９万４４８０円を令和２年度へ繰り 
越し 

個人番号通知カードが廃止された 
ことに伴い再交付手数料を削る改正 

関連する法律等の改正に伴い補償 
基礎額等を改める改正 

関連する法律施行令の改正に伴う 
改正 

関連する基準が改正されたことに 
伴う改正 

関連する基準が改正されたことに 
伴う改正 

１２６０万円増額 
（総額１０４億５１７０万円） 

１億７５０万円増額 
（総額１０５億５９２０万円） 

町議会議員の令和２年６月の期末 
手当を２０％削減 

４級６０６号線、６０７号線、６０８号線、 
６０９号線を廃止 

町長、副町長、教育長、公営企業 
管理者の令和２年６月の期末手当 
を５０％削減 

谷口勝則氏の選任 

山口省五氏、長谷川俊行氏の選任 

委員１２名の任命（上記参照） 

報　告 

人　事 

条　例 

その他 
 

令和２年度 
補正予算 

議員提案 
条　例 

議 案 名  概 要  

全員賛成で同意・可決した議案等 

議案等の審議結果 

福崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一 
部を改正する条例 
福崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準 
を定める条例の一部を改正する条例 
福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部を改正する 
条例 

福崎町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部 
を改正する条例 
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総務文教常任委員会 

小中学生の夏休み 短縮 小中学生の夏休み 短縮 小中学生の夏休み 短縮 

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
臨時休校になっていた小中学校は６月から再開
しました。学校休業に伴う授業時間数を補うた
め、夏休みを短縮し授業を行う予定です。 
　登校する期間は給食が実施されます。令和元
年度に普通教室にはエアコンが設置されていま
すが、特別教室には設置されていません。下校
部活動、体育等実技教科については、熱中症対

策として一定期間、午前中の授業を検討すると
のことでした。 

委

員

長
　
山
口
　
　
純
 

副
委
員
長
　
木
村
い
づ
み

委
　
　
員
　
石
野
　
光
市

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
前
川
　
裕
量
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

寄贈されたマスク 

　新型コロナウイルス感染症の拡大が懸念さ
れる中、全国的にマスク不足が深刻化してい
ました。そのような中、手づくり布マスクや
不織布マスクを寄贈していただきました。寄
贈していただいたマスクは、こども園や神崎

郡医師会、神崎郡歯科医師会、くれさか環境
事務組合、廃棄物処理業者、妊婦、透析患者
介護認定者に配付されました（計１６，９００枚）。
残りのマスクについても、有効に活用するよ
う検討するとのことです。 

グラウンドの愛称決定 

夏休み　８月８日（土）～８月１６日（日） 
　　　　１学期終業式　８月７日（金） 
　　　　２学期始業式　８月１７日（月） 

企業・団体名 

サンアロイ工業株式会社 

福崎サルビアライオンズクラブ 

シルバー人材センター婦人部 

福喜行株式会社 

千寿製薬株式会社 

合　計 

寄贈枚数（枚） 

１，０００ 

６００ 

６０ 

１０，０００ 

１５，０００ 

２６，６６０ 

備　考 

R２.３.１１ 消毒液・防護服と併せて 

R２.４.２０ 布製・幼児用 

R２.４.３０ 布製・大人用 

R２.５.７ 

R２.５.８ 

このほかにもご協力いただいています 



　新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少が見込まれ、基準に該当する場合、
国民健康保険税、介護保険料の全部または一部を減免するとの報告を受けました。 

　近年増加する思春期や若年成人のがん患者
に対し、将来の妊娠が望めるよう行う妊よう
性（妊娠する力、子どもをつくる能力）温存
治療の経済的負担の軽減を図るとともに、患
者が将来に希望を持ってがん治療に取り組め
るようにするため、妊よう性温存治療費助成
事業を行うとの報告を受けました。 

○対象者 
１．がん診断日から妊よう性温存治療終了
日まで福崎町に住所がある者 

２．がん治療により生殖機能が低下すると
医師に診断された者 

３．４３歳未満の者 

民生まちづくり常任委員会 

新型コロナウイルス感染症の影響により 
国民健康保険税・介護保険料を減免　　 
新型コロナウイルス感染症の影響により 
国民健康保険税・介護保険料を減免　　 
新型コロナウイルス感染症の影響により 
国民健康保険税・介護保険料を減免　　 

委

員

長
　
小
林
　
　
博

副
委
員
長
　
竹
本
　
繁
夫
 

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
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若年がん患者妊よう性温存治療費を助成（令和２年４月１日から） 

助成額 

１/２（上限額３０万円） 

１/２（上限額２０万円） 

１/２（上限額２０万円） 

１/２（上限額２万５０００円） 

対象治療 

卵巣組織の採取凍結 

卵子の採取凍結・受精卵（胚）の凍結 

手術を伴う精子の採取凍結 

精子の採取凍結 

 

 
女性 

 

男性 

治療に要する費用のうち、保険適用外で自己負担となる 
費用の１／２を助成 

国民健康保険税  介護保険料  

新型コロナウイルス感染症の影響により、
主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病
を負った世帯 

新型コロナウイルス感染症の影響により、
主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病
を負った第１号被保険者 

新型コロナウイルス感染症の影響により、
主たる生計維持者の事業収入等の減少が見
込まれ、次に該当する世帯 
 
主たる生計維持者の 
１．事業収入等のいずれかの減少額が前年の
当該事業収入等の３割以上であること 

２．前年の合計所得金額が１０００万円以下で
あること 

３．減少すると見込まれる事業収入等にかか
る所得以外の前年の所得の合計額が４００
万円以下であること 

新型コロナウイルス感染症の影響により、
主たる生計維持者の事業収入等の減少が見
込まれ、次に該当する世帯 
 
主たる生計維持者の 
１．事業収入等のいずれかの減少額が前年の
当該事業収入等の３割以上であること 

２．減少すると見込まれる事業収入等にかか
る所得以外の前年の所得の合計額が４００
万円以下であること 

全
額
減
免
 

一
部
減
免
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市川美化センター（姫路市）への可燃ごみ委託 市川美化センター（姫路市）への可燃ごみ委託 市川美化センター（姫路市）への可燃ごみ委託 
委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

　くれさかクリーンセンターの焼却炉停止後の
ごみ処理計画については、令和４年４月からの
可燃ごみ処理を姫路市に委託し、くれさかクリ
ーンセンターを中継施設として市川美化センタ

ーへ運搬するという計画が進められています。 
　くれさかクリーンセンターを中継施設として
整備する工事については財政調整基金を充当す
る予定とのことです。 

　神崎郡ごみ処理施設建設については、新型コ
ロナウイルス感染症拡大により建設候補地区に
おける住民説明会の日程が延期されるなど、様
々な影響が出ているとの報告がありました。 
　今後は、状況を注視しながら慎重に進め、建

設候補地の決定については年内を目標に取り組
むとのことです。 
　迅速かつ丁寧な説明を心がけながら、早期実
現に向けた取り組みを強めていくことを望みま
す。 

 

神崎郡ごみ処理施設建設 経過報告 

令和４年４月から開始予定 

　　　　　　　　　　　　　　内　　容 
建設候補地区における住民説明会（第１回） 
建設候補地区における住民説明会 
（新型コロナウイルス感染拡大及び緊急事態宣言の発令により延期） 
神崎郡３町の町長による丹波市クリーンセンター視察 
 
　　　　　　　　　　　　　　内　　容 
建設候補地区における住民説明会（第２回） 
※新型コロナウイルス感染症に対する国の動向を見ながら日程調整 
丹波市クリーンセンター視察（建設候補地区住民対象） 

日　程 
２月２３日 
３月２８日 
４月１１日 
６月２日 
 

日　程 
６月下旬～ 
　７月上旬 
早期に　　 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

く
れ
さ
か
　
　
 

環
境
事
務
組
合
 

福
崎
町
 

姫
路
市
 

安富ごみ受入開始 
（令和２年４月１日から） 

焼却炉停止　　　 
（令和４年３月末） 

くれさか 
規約変更 

くれさか 
規約変更 

市川美化センター長寿命化工事（平成３０年度から） 

市川美化センター地元対策事業 
費一部負担 
　　　３０５万６６７円 
（姫路市ひがし交流センター 
　改修費） 

中継施設整備工事 
令和４年３月完了（予定） 

令和３年７月ごろ完了（予定） 

可燃ごみ中継（積替）開始 

可燃ごみ事務委託開始 
（福崎町→姫路市） 

可燃ごみ事務委託開始 
（福崎町→姫路市） 

くれさか可燃ごみ受入開始 

経
　
過
 

予
　
定
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一般質問 

 
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方や町 
政をただし、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする大切な 
場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告します。議員の 
質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した議員が原稿を起こし 
「議会だより」に掲載しています。 

①新型コロナウイルス感染症に係る
今後の本町自己財源における政策
とスピードについて  
②新型コロナウイルス感染症の影響
による歳入減の縮小への取り組み
について  
③新型コロナウイルス感染症による
本年度、次年度以降の本町事業へ
の影響について  
④学校再開と文科省の「学校におけ
る新型コロナウイルス感染症に関
する衛生管理マニュアル（学校の
新しい生活様式）」について  
⑤兵庫県による「自然災害と感染症
との複合災害に対応した避難所運
営ガイドライン」について  
⑥２０２５年問題、２０４０年問題
に係る本町の対応について 
 
①緊急通報システム設置について  
②地域介護予防活動について  
③水路改修時の補助制度について  
④新型コロナウイルス感染対策につ
いて 

①福祉の充実について  
②防災対策について 
 
①マイナンバー制度について  
②福崎町第５次総合計画のあり方に
ついて 
 
①SDGsについて  
②特別定額給付金の申請、給付につ
いて  
③生活保護業務について  
④（仮称）生計維持緊急貸付金につ
いて  
⑤小児ワクチン接種について  
⑥学校トイレの悪臭問題について 
 
①新型コロナウイルス感染症につい
て  
②太陽光発電施設など環境問題  
③農業について  
④駅前周辺整備の引き続く課題  
⑤子育て支援策 

三 輪 一 朝  
P１０ 

竹 本 繁 夫  
P１１ 

木村いづみ 
P１２ 

山 口 　 純  
P１３ 

石 野 光 市  
P１４ 

小 林 　 博  
P１５ 

通 告 の 内 容  
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一般質問 

問  
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
以
下
「
コ
ロ

ナ
」
と
記
述
）
の
影
響
が

長
期
化
・
深
刻
化
し
、
そ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

政
府
は
複
数
次
の
補
正
予

算
を
組
ん
だ
が
、
政
府
は

全
部
対
応
は
し
て
く
れ
な

い
。
 

　
住
民
生
活
や
地
域
経
済

が
受
け
た
影
響
を
軽
減
す

る
た
め
に
も
、
今
後
、
本

町
は
自
己
財
源
の
追
加
投

入
に
よ
る
財
政
措
置
を
行

う
の
か
。
 

問  
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
経
済
が
縮
小
し
、
税
収

な
ど
の
歳
入
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
。
 

　
歳
入
減
を
縮
小
化
し
財

政
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
、
今
ま
で
以
上
に
積
極

的
に
取
り
組
む
必
要
性
は

ど
う
か
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
今
後
も
住
民
生
活
等
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
場

合
に
は
、
前
年
度
繰
越
金

な
ど
の
自
己
財
源
を
投
入

し
つ
つ
、
国
や
県
の
動
向

を
見
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
策
や
対
応
を

行
い
ま
す
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と

納
税
へ
の
取
り
組
み
強
化

を
図
り
ま
す
。
 

　
本
町
の
保
有
す
る
遊
休

資
産
の
一
般
競
争
入
札
を

実
施
し
て
も
落
札
者
が
無

い
物
件
等
は
、
先
着
申
し

込
み
順
の
売
却
等
の
実
施

を
検
討
し
ま
す
。
 

町
長
 

問  
 
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

る
歳
入
減
で
、
本
町
が
本

年
度
、
次
年
度
以
降
の
事

業
を
中
断
、
縮
小
、
延
伸

中
止
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。
 

　
歳
入
減
と
な
る
か
ら
単

純
に
歳
出
を
絞
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
将
来
の

福
崎
町
の
発
展
を
見
据
え

総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。
 

住民生活等に大きな影響を与える場合には、 
対策や対応を行います　　　　　　　　　　 三輪一朝 

学
校
教
育
課
長
 

問 　
　
休
校
し
て
い
た
学
校

の
再
開
に
あ
た
り
、
文
科

省
は
「
学
校
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
発
表
し
、

一
層
の
安
全
へ
の
配
慮
と

対
応
が
必
要
と
な
っ
た
。
 

　
学
校
現
場
の
必
要
と
さ

れ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
量
と

学
校
現
場
が
有
す
る
マ
ン

パ
ワ
ー
の
量
に
乖
離
が
あ

る
こ
と
で
問
題
が
表
面
化

し
て
い
る
の
か
。
 

問 　
　
兵
庫
県
は
コ
ロ
ナ
に

係
る
「
自
然
災
害
と
感
染

症
と
の
複
合
災
害
に
対
応

し
た
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
発
表
し
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

が
求
め
ら
れ
る
避
難
所
の

確
保
や
対
応
な
ど
に
つ
い

て
、
県
と
市
町
、
地
域
が

連
携
し
て
事
前
に
準
備
を

進
め
る
と
あ
る
。
 

　
本
町
は
同
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
、
早
急
な
対

応
を
行
う
考
え
な
の
か
。
 

　
学
校
で
の
対
応
が
追
い

つ
か
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

　
今
後
も
学
校
の
状
況
に

注
視
し
な
が
ら
対
応
を
行

い
ま
す
。
 

総
務
課
長
 

　
県
は
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
踏
ま
え
、
市
町
職
員

を
対
象
と
す
る
研
修
会
や

今
秋
の
兵
庫
県
合
同
防
災

訓
練
に
て
避
難
所
運
営
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

ら
に
参
加
す
る
こ
と
で
本

町
の
実
態
と
す
り
合
わ
せ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
 

時代とともに変化している避難の情報 

か
い
り
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問  
 
高
齢
世
帯
で
一
人
暮

ら
し
の
方
が
生
活
を
送
っ

て
い
く
中
で
は
、
見
え
る

形
で
の
地
域
と
の
つ
な
が

り
が
大
事
で
あ
る
。
地
域

内
で
は
民
生
委
員
、
協
力

委
員
、
福
祉
委
員
や
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
達

が
活
動
さ
れ
て
い
る
が
、

安
心
・
安
全
な
生
活
を
送

る
た
め
に
は
、
一
人
暮
ら

し
の
全
世
帯
に
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
し
、

通
信
費
用
を
公
費
で
検
討

で
き
な
い
か
。
 

町
長
 

　
普
段
か
ら
の
地
域
で
の

活
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
安
心
・
安
全
に
つ

な
が
り
ま
す
。
民
生
委
員
・

協
力
委
員
・
福
祉
委
員
や

近
所
の
方
の
地
域
の
見
守

り
活
動
が
大
事
と
考
え
ま

す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
現
在
、
３２
自
治
会
、
３４

会
場
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
を
増
や
す
取
り
組

み
と
し
て
、
ふ
く
ろ
う
通

信
の
発
行
や
介
護
支
援
計

画
へ
の
導
入
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。
内
容
の
充
実
と

し
て
、
口
腔
機
能
の
維
持

向
上
の
た
め
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
口
腔
指
導
も
行
っ

て
い
ま
す
。
 

農
林
振
興
課
長
 

　
毎
年
集
落
か
ら
の
要
望

に
よ
り
実
施
し
て
い
る
「
町

単
独
土
地
改
良
事
業
」
に

つ
い
て
、
１
地
区
の
場
合

は
上
限
２
５
０
万
円
、
補

助
率
は
５０
％
で
す
。
４
地

区
に
ま
た
が
っ
て
い
る
場

合
は
６
５
０
万
円
が
上
限

額
と
な
り
ま
す
。
補
助
率

は
５０
％
で
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
対
象
者
は
見
守
り
が
必

要
な
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
で
す
。
民
生
委
員
か
ら

福
祉
票
の
提
出
を
い
た
だ

き
、
希
望
さ
れ
る
方
に
つ

い
て
対
応
し
、
設
置
し
ま

す
。
 

地域との関わりが大事で、全世帯でなく、　　 
必要で要望がある方に対して設置を行います　 竹本繁夫 

新
型
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
 

問  
 
地
域
で
の
介
護
予
防

と
し
て
、
ふ
く
ろ
う
体
操

の
普
及
が
必
要
で
は
な
い

か
。
体
操
や
、
話
を
す
る

こ
と
も
健
康
維
持
に
と
て

も
大
事
と
考
え
る
が
。
 

地
域
介
護
予
防
活
動

地
域
介
護
予
防
活
動
 

地
域
介
護
予
防
活
動
 

問  
 
複
数
の
地
区
に
ま
た

が
っ
て
い
る
水
路
を
改
修

す
る
場
合
、
改
修
す
る
延

長
も
長
く
、
多
額
の
費
用

を
必
要
と
す
る
。
事
業
費

の
上
限
と
補
助
率
を
問
う
。
 

水
路
改
修

水
路
改
修
 

水
路
改
修
 

問  
 
安
心
・
安
全
な
生
活

を
取
り
戻
す
た
め
に
は
ワ

ク
チ
ン
や
薬
の
開
発
が
急

が
れ
る
。
 

　
解
除
宣
言
が
さ
れ
、
経

済
活
動
が
再
開
さ
れ
た
と

し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
中

で
、
子
ど
も
、
大
人
、
だ

れ
で
も
感
染
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
も
し
感
染
し
た
と

し
て
も
、
感
染
し
た
人
は

被
害
者
で
あ
る
。
町
と
し

て
、
感
染
し
た
人
が
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
、
ま
た
、
誹
謗
中
傷
、

い
や
が
ら
せ
行
為
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権

侵
害
な
ど
か
ら
住
民
を
守

る
た
め
、
町
・
教
育
委
員

会
の
考
え
方
を
問
う
。
 

学
校
教
育
課
長
 

　
感
染
者
、
濃
厚
接
触
者

と
そ
の
家
族
等
に
対
す
る

風
評
被
害
、
偏
見
や
差
別

に
つ
な
が
る
よ
う
な
行
為

は
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
達
に
は
発
達
段
階

に
合
わ
せ
た
人
権
教
育
を

行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
正
し
い
知

識
や
新
し
い
生
活
様
式
の

指
導
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
 

問  
 
子
ど
も
達
が
安
心
し

た
学
校
生
活
を
送
る
た
め

教
育
委
員
会
の
考
え
方
は
。
 

　
各
種
人
権
研
修
の
場
で

風
評
被
害
、
差
別
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
の
研
修
を
行

い
ま
す
。
 

社
会
教
育
課
長
 

ふくろう体操 

ひ
ぼ
う
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一般質問 

県の『日常生活支援事業』があります 
木村いづみ 

問  
　
以
前
、
母
子
家
庭
の

方
が
一
時
的
に
家
事
援
助

や
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
す
る
と
き
に
支
援
員
を

派
遣
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
 

郡
単
位
で
、
中
播
磨
健
康

福
祉
事
務
所
か
ら
婦
人
共

励
会
を
通
じ
た
形
で
委
託

し
て
い
る
事
業
が
あ
っ
た
。

そ
の
当
時
、
利
用
者
が
い

な
い
た
め
、
支
援
員
は
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
利
用
者
が
い
な
い
か

ら
支
援
員
が
い
な
い
で
は

な
く
、
一
人
で
も
声
が
あ

れ
ば
、
支
援
員
を
迅
速
に

派
遣
で
き
る
体
制
づ
く
り

が
必
要
と
思
う
。
 

　
現
在
、「
母
子
家
庭
等

日
常
生
活
支
援
事
業
」
は

あ
る
の
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
兵
庫
県
が
県
の
婦
人
共

励
会
に
委
託
し
て
行
っ
て

い
る
「
日
常
生
活
支
援
事

業
」
は
あ
り
ま
す
。
 

問 　
　
各
小
学
校
の
体
育
館

が
長
期
に
わ
た
り
避
難
所

と
な
っ
た
場
合
、
町
内
の

子
ど
も
達
の
学
習
面
や
、

受
け
入
れ
た
被
災
住
民
の

子
ど
も
達
の
教
育
に
影
響

は
。
 

学
校
教
育
課
長
 

　
町
内
の
子
ど
も
達
の
学

習
面
の
影
響
と
し
て
は
、

物
理
的
に
体
育
館
が
使
用

で
き
ず
、
体
育
館
で
の
行

事
（
入
学
式
や
卒
業
式
な

ど
）
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
受
け
入
れ
た
子
ど
も

達
は
、
通
常
の
転
学
手
続

き
に
必
要
な
書
類
が
揃
わ

な
い
場
合
で
も
可
能
な
限

り
受
け
入
れ
、
状
況
が
落

ち
着
い
て
か
ら
転
学
手
続

き
を
行
い
ま
す
。
 

問 　
　
受
け
入
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
る
の
か
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
兵
庫
県
が
示
す
原
子
力

災
害
発
生
時
に
お
け
る
避

難
者
受
け
入
れ
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
あ
り
ま
す
。
 

問 　
　
福
井
県
内
の
原
子
力

発
電
所
で
事
故
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
当
町
は
、

福
井
県
小
浜
市
の
方
を
平

成
２５
年
７
月
に
は
６
８
９

人
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
田
原
小
学
校

の
体
育
館
も
新
し
く
な
り

受
け
入
れ
人
数
の
変
更
な

ど
は
な
い
の
か
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
関
西
圏
域
全
体
で
の
調

整
が
な
さ
れ
平
成
２８
年
７

月
１
日
に
覚
書
を
締
結
し

て
お
り
、
最
終
的
な
受
け

入
れ
人
数
は
８
３
４
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

原
子
力
災
害
に
係
る

原
子
力
災
害
に
係
る
 

広
域
避
難
の
受
け

広
域
避
難
の
受
け
 

入
れ
調
整

入
れ
調
整
 

原
子
力
災
害
に
係
る
 

広
域
避
難
の
受
け
 

入
れ
調
整
 

メモ 

婦人共励会総会　会員募集中！ 



一般質問 
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時代に対応、乗り遅れないように考えていく必要があります 
山口　純 

問  
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
カ

ー
ド
）
は
な
ぜ
必
要
か
。
 

地
域
振
興
課
長
 

　
消
費
税
が
１０
％
に
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
景
気

対
策
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

制
度
で
す
。
消
費
活
性
化

対
策
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
を
取
得
し
た
方
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

買
い
物
を
す
る
と
、
金
額

の
２５
％
が
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
付
与
さ
れ
る
も
の
で

最
大
２
万
円
で
５
０
０
０

円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
令
和
２
年
５
月
末
で
３

２
５
３
件
、
１６.８
％
の
交
付

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
の
３
分
野
で
複
数
の

機
関
に
存
在
す
る
個
人
情

報
が
、
同
一
の
人
の
情
報

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

行
政
手
続
き
を
簡
易
に
し

て
住
民
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
令
和
２
年
２
月
か
ら
コ

ン
ビ
ニ
交
付
事
業
を
行
な

っ
て
い
る
の
で
、
住
民
票

等
を
コ
ン
ビ
ニ
で
便
利
に

取
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
 

問  
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
つ
こ
と
で
便
利
に

な
る
こ
と
は
。
 

問  
 
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
と
は
。
 

問  
 
福
崎
町
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率
は
。
 

総
務
課
長
 

　
令
和
２
年
３
月
末
で
、

５１.１
％
で
す
。
 

問  
 
役
場
等
職
員
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率

は
。
 

問  
 
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
普
及
事
業

と
は
。
 

　
経
済
産
業
省
と
連
携
し

た
社
団
法
人
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
推
進
協
議
会
が
策
定

し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
の

統
一
規
格
で
、
地
域
に
お

け
る
加
盟
店
開
発
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
検
証
と
、
低
廉

な
決
済
手
数
料
で
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
て
い

る
と
い
う
も
の
で
す
。
 

地
域
振
興
課
長
 

　
私
は
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
現
金
主
義
で
す
。
個
人

個
人
、
色
々
な
や
り
方
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
流
れ

に
世
の
中
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
時
代
に

対
応
し
、
乗
り
遅
れ
な
い

よ
う
に
色
々
と
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
 

町
長
 

https://www.cao.go.jp/bangouseido/pdf/meritippai.pdf
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町として同じ方向性で取り組んでいます 
石野光市 

問  
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ

ィ
ー
ジ
ー
ズ
）
は
国
連
で

採
択
さ
れ
た
２
０
３
０
年

ま
で
に
達
成
し
よ
う
と
す

る
国
際
目
標
で
す
。
 

　
そ
の
理
念
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
る
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
災
禍
の
も
と

で
、
町
と
し
て
も
施
策
を

発
案
、
検
討
、
実
施
す
る

上
で
重
視
す
べ
き
と
考
え

る
。
適
切
な
対
策
が
実
行

さ
れ
な
け
れ
ば
、
人
災
の

性
格
と
な
る
と
も
言
わ
れ

て
い
る
が
、
ど
う
か
。
 

副
町
長
 

　
も
ち
ろ
ん
大
切
な
観
点

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
憲
法
２５
条
な
ど

に
も
沿
っ
た
内
容
で
、
町

と
し
て
も
総
合
計
画
を
は

じ
め
同
様
の
方
向
性
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
直
接
・
間
接
の
被
害
は

個
人
責
任
で
は
な
く
、
適

切
な
情
報
提
供
・
支
援
を

早
急
に
と
い
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
 

問 　
　
カ
ー
ド
キ
ャ
ッ
シ
ン

グ
な
ど
で
２０
万
円
ま
で
借

り
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
利

子
も
高
く
、
ま
す
ま
す
生

活
に
窮
す
る
と
い
う
例
も

生
ま
れ
る
こ
と
を
危
惧
す

る
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
考
え
方
は
。
 

問 　
　
当
町
で
の
現
況
は
。
 

問 　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
で
は
、
①
暗
証
番
号
と

認
証
コ
ー
ド
の
２
つ
の
番

号
が
必
要
②
世
帯
主
の
申

請
が
原
則
③
何
回
で
も
申

請
で
き
て
し
ま
う
、
と
い

う
問
題
点
が
周
知
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
改
善
は
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
６
月
１５
日
現
在
７
７
８

９
世
帯
の
内
、
７
５
３
８

世
帯
が
申
請
済
で
７
４
４

４
世
帯
に
給
付
済
で
す
。
 

問 　
　
未
申
請
者
へ
の
申
請

支
援
は
。
 

問 　
　
県
下
各
市
町
の
社
協

で
県
社
協
の
緊
急
小
口
融

資
（
１０
万
円
ま
た
は
２０
万

円
を
１
年
据
え
置
き
で
次

の
２
年
間
で
返
せ
ば
無
利

子
）
の
受
付
が
行
わ
れ
て

い
る
。
た
つ
の
市
で
は
こ

れ
を
利
用
し
た
人
に
最
大

２０
万
円
を
２
回
ま
で
貸
付

し
、
５
年
間
の
内
に
返
せ

ば
無
利
子
と
い
う
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
当
町

で
の
検
討
は
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
必
要
な
場
合
は
職
員
が

出
向
い
て
い
く
と
い
う
こ

と
も
考
え
て
い
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
社
協
の
制
度
で
総
合
支

援
資
金
の
制
度
も
あ
り
ま

す
。
就
労
が
な
く
な
っ
た

人
に
は
国
の
制
度
も
あ
り

そ
ち
ら
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
ま
す
。
 

町
長
 

　
必
要
な
こ
と
は
や
っ
て

い
き
た
い
で
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
、
対
応
で
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
次
に
同
様
の
例
が
あ
れ

ば
、
内
容
に
つ
い
て
広
報

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

特
別
定
額
給
付
金

特
別
定
額
給
付
金
 

特
別
定
額
給
付
金
 

（
仮
称
）
生
計
維
持

（
仮
称
）
生
計
維
持
 

緊
急
貸
付
金

緊
急
貸
付
金
 

（
仮
称
）
生
計
維
持
 

緊
急
貸
付
金
 

SDGs 外務省ホームページから 

持続可能な開発のための2030アジェンダ 

SDGsは、2015年9月の国連サミットで全会一致で採択。 

「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社

会の実現のため、2030年までを期限とする　17の国際目標。

その特徴は、以下の5つ。 

普遍性 

包摂性 

統合性 

透明性 

参画型 

先進国を含め、全ての国が行動する 

人間の安全保障の理念を反映し、「誰一人取り残さない」 

社会・経済・環境は不可分であり、統合的に取り組む 

モニタリング指標を定め、定期的にフォローアップ 

全てのステークホルダー（政府、企業、NGO、有識者等）が役割を 
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一般質問 

生活・学校教育など対策を進めています 
小林　博 

問  
 
町
内
経
済
や
住
民
生

活
に
及
ん
だ
影
響
は
ど
う

か
。
国
・
県
・
町
の
対
策

の
進
み
具
合
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
３
月
に
当
事
者
、
県
、

地
元
区
、
町
で
協
議
し
ま

し
た
。
１
年
か
け
て
の
搬

出
と
し
、
機
械
が
き
ま
し

た
が
、
１
週
間
ほ
ど
で
引

き
上
げ
、
再
開
の
目
途
は

立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
県
民
局
と
連
絡
を
取
り

合
い
、
強
い
指
導
を
求
め

て
い
き
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

　
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻

す
た
め
、
加
配
措
置
も
考

え
て
い
き
た
い
。
 

教
育
長
 

　
福
崎
町
は
単
独
で
学
習

支
援
員
等
が
い
ま
す
。
来

年
度
以
降
も
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
医
療
機
関
で
は
外
来
の

患
者
数
が
６
割
か
ら
８
割

程
度
に
減
少
し
、
介
護
施

設
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
が
７

割
か
ら
８
割
程
度
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
 

地
域
振
興
課
長
 

　
町
・
県
事
業
は
把
握
で

き
ま
す
が
、
国
事
業
の
町

内
申
請
件
数
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
 

税
務
課
長
 

　
町
税
の
徴
収
猶
予
や
減

免
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

　
机
の
間
隔
を
空
け
、
感

染
防
止
を
第
一
と
し
、
運

動
会
等
の
諸
行
事
は
協
議

中
で
す
。
学
習
面
は
夏
休

み
短
縮
等
で
取
り
戻
せ
る

見
通
し
で
す
。
 

問  
 
子
ど
も
達
に
与
え
た

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

学
校
再
開
後
の
対
処
は
ど

う
か
。
 

問  
 
高
橋
地
区
内
で
の
廃

棄
物
堆
積
問
題
の
そ
の
後

は
。
 

問  
 
行
政
の
最
初
の
姿
勢

が
甘
か
っ
た
と
言
え
る
。

雨
の
季
節
、
強
い
指
導
を

求
め
る
。
 

問  
 
教
職
員
の
増
や
２０
人

学
級
の
推
進
が
必
要
で
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

 
１
月
の
住
民
説
明
会
で

の
質
問
の
回
答
が
ま
だ
で

近
く
場
が
設
け
ら
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
町
・
県

に
は
具
体
的
な
話
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

問  
 
高
岡
の
計
画
の
現
況

は
。
 

問  
 
４
年
目
を
迎
え
る
県

道
甘
地
福
崎
線
整
備
（
５

年
間
事
業
）
の
進
み
具
合

は
。
 

　
県
と
共
に
用
地
取
得
な

ど
全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

取
得
済
区
間
か
ら
の
工
事

着
手
も
推
進
の
手
段
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

技
監
 

大
型
太
陽
光
発
電
施
設

大
型
太
陽
光
発
電
施
設
 

大
型
太
陽
光
発
電
施
設
 

廃
棄
物
堆
積
問
題

廃
棄
物
堆
積
問
題
 

廃
棄
物
堆
積
問
題
 

子
ど
も
の
歯
科
矯
正

子
ど
も
の
歯
科
矯
正
 

子
ど
も
の
歯
科
矯
正
 

問  
 
福
崎
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
遅
れ
て
い
る
。

駅
を
起
点
に
公
共
交
通
網

も
推
進
し
て
い
る
。
実
現

へ
の
取
り
組
み
強
化
を
求

め
る
。
 

問  
 
学
校
で
の
歯
科
検
査

で
要
矯
正
と
な
っ
た
も
の

へ
の
支
援
策
を
求
め
る
。
 

　
駅
周
辺
整
備
が
完
成
し

ウ
エ
ル
シ
ア
も
着
工
と
な

り
ま
し
た
。
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
は
最
後
の
仕
上
げ
と

思
っ
て
お
り
、
全
力
を
尽

く
し
た
い
。
 

町
長
 

　
幅
広
い
議
論
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー

駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
 

な
ど
　
　
　
　
　

な
ど
　
　
　
　
　
 

駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
 

な
ど
　
　
　
　
　
 

待たれるバリアフリー化（福崎駅） 
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　第４８９回臨時会は５月１５日に招集されました。 
今臨時会では、町長から報告１件、議案４件、
また、議員から決議案２件が提出され、慎重に

審議を行いました。審議の結果、すべて原案の
とおり可決しました。 

ふくさき議会だより　第155号 

保険料年額 

20,800円 

34,600円 

48,500円 

低所得者の介護保険料軽減強化へ 
介護保険条例の一部改正 

 

保険料段階 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

保険料年額 

31,200円 

45,000円 

52,000円 

平成30年度 令和２年度 

今回改正 

議　案　名 概　要 
 

報　告 
 
 

条　例 
 

 
令和２年度 
補 正 予 算 

議会の委任による専決処分の報告 
（損害賠償の額を定め和解すること） 
専決処分の承認を求めること 
（福崎町町税条例等の一部を改正する条例） 
専決処分の承認を求めること 
（福崎町介護保険条例の一部を改正する条例） 
一般会計補正予算（第１号） 
 
水道事業会計補正予算（第１号） 
 
新型コロナウイルス感染症拡大に伴う福崎町における小中学生の学力の維持、向上の対策を 
求める決議 
一般会計補正予算（第１号）に対する決議 

物損事故における損害賠償の額を２５万８８４７円 
と定め和解すること 
寡婦（寡夫）控除の見直し、所有者不明土地 
等に係る課税の見直しなどの改正 
低所得者の保険料を段階的に軽減し引き下げ 
る改正 
２１億５９１０万円増額（総額１０４億３９１０万円） 
収益的収入および支出の収入総額を２８００万円 
減額して４億１１７０万円とし、支出総額を１１２０万 
円減額して４億５４０万円とする 

決
議
 

議 員 提 案 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う福崎町における 
小中学生の学力の維持、向上の対策を求める決議（要旨） 

　福崎町は、令和２年４月７日に政府が発令
した新型インフルエンザ等対策特別措置法に
基づく緊急事態宣言の対象区域に兵庫県が指
定されたことに伴い、５月３１日まで小中学校
を休校としている。 
　その間、町内の小中学校の児童、生徒にあ
っては、原則として自宅待機となっており、
平時に行われている学習機会が失われている
状況にある。さらに、４月１６日には、緊急事
態宣言は全都道府県に拡大され、特に重点的
な対策を進める特定警戒都道府県に兵庫県が

指定されるなど、この状態が、現時点の指定
期間で終了するかは見通せないところである。 
　そのような中、一部の市町村にあっては、
インターネット等を活用した自宅での学習機
会創出の取り組みを始めている。 
　ついては、福崎町においても、先進市町村
の取り組みを踏まえつつ、積極的にインター
ネット等を活用した自宅での学習機会の創出
に取り組み、町内小中学生の学力の維持、向
上につなげる対策を進めるよう強く求める。 
〈提案者〉 総務文教常任委員の全７議員　

議員 
提案 

　消費税率引き上げによる財源

を原資とし、世帯全員が町民税

非課税の低所得者層の保険料軽

減をさらに強化するための改正

が行われました。 

保険料年額 

26,000円 

39,800円 

50,200円 

令和元年度 

全員賛成で可決した議案等 

議案等の審議結果 

第489回  
臨時会 新型コロナウイルス感染症対策など審議 新型コロナウイルス感染症対策など審議 新型コロナウイルス感染症対策など審議 新型コロナウイルス感染症対策など審議 
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事業内容 

 
基準日（令和２年４月２７日）において住民基本台帳に登録されてい
る者に対し、１人につき１０万円を給付する 
 
対象児童に係る４月分（３月分を含む）の児童手当（本則給付）を
受給する世帯に対し、児童１人につき１万円を給付する 
※令和２年３月３１日までに生まれた児童が対象 
 
水道料金の基本料金を６か月間免除するため繰り出す 
 
兵庫県が休業要請を行った事業者で、休業要請等に応じ４月または
５月の売上高が前年同月比５０％以上減少している事業者に対し、支
援金を給付する 
 
新型コロナウイルス感染症収束後における地域の消費活性化と事業
者の応援のため、なっ得商品券のプレミアム部分を２０％に拡充する 
 
新型コロナウイルス感染症の影響により４月または５月の売上高が
前年同月比２０％以上５０％未満の範囲内で減少している町内の小規模
事業者に対し、１事業者につき１０万円を支給する 

※第２次補正（Ｐ２）にて拡充　 
 

学校休業が長期化し教育課程の実施に支障が生じる事態に備え、１
人１台端末の早期実現等、緊急時においてもＩＣＴの活用により子
ども達の学びを保障できる環境を整備する 

 
事業名 

 
特別定額給付金給付事業 
 
 
 子育て世帯臨時特別 
給付金給付事業 
 
上水道事業会計繰出事業 
 
 休業要請事業者経営継続 
支援事業 
 
 プレミアム付商品券事業 
 
 
 小規模事業者応援事業 
 
 
 
ＧＩＧＡスクール事業 

申請期限　令和２年８月１８日 

補正予算（第１号）に対し附帯決議案を提出　全員賛成で可決 

一般会計補正予算（第１号）に対する決議（要旨） 

１．この補正予算は、本町の地域特性、状
況に合わせた予算編成、施策となってい
るとは言い難いことから、引き続き、さ
らなる状況把握に努め、町独自の補正予
算編成を行うよう努めること。 
 
２．補正予算の財源は、本町の現状が危機
的状況であるという認識に立ち、財政調
整基金の活用や、新型コロナウイルスに
伴う事業未実施などによる不用額の把握
と予算組み替えに、積極的かつ効果的に
取り組むこと。 

３．施策立案にあたっては、随時変化する
状況の検証、予測に努め、費用対効果を
念頭におきつつも、スピードを優先し、
町民にとって効果的な運用を図ること。
なお、より優先して給付すべき者を対象
者とすることも目指すなど、バランスの
とれた制度設計に努めること。 
 
４．本決議に対し、福崎町議会基本条例第
２０条の規定に基づき、附帯決議の内容を
最大限尊重し、必要な対応を講じること。 

〈提案者〉 城谷英之ほか７議員　 

議員 
提案 

　補正予算（第１号）は国の特別定額給付金給付事
業が大半を占めており、町独自の施策となっている
とは言い難いことから、附帯決議案を議員全員賛成
で可決しました。 
　臨時会閉会後、議会議員それぞれが新型コロナウ
イルス感染症に係る対策を提案し、議会で取りまと

め、町長へ提出しました。 
　第２次補正として６月定例会に提案された事業に
は議員が発案したことにより実現した事業が多く、
町行政に対する議会の役割が発揮できたのではない
かと考えています。 

新型コロナウイルス感染症対応　第１次補正予算 
一般会計補正予算（第１号） 

新型コロナウイルス感染症対応　第１次補正予算 
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　第４９０回臨時会は５月２７日に招集されました。 
今臨時会では、町長から議案４件が提出され、

慎重に審議を行いました。審議の結果、すべて
原案のとおり可決しました。 

ふくさき議会だより　第155号 

国民健康保険税条例の一部改正 

議　案　名 概　要 
 
 
 
 

条　例 

 
福崎町町税条例の一部を改正する条例

 
 
福崎町国民健康保険条例の一部を改正する条例 
 
 
福崎町後期高齢者医療に関する条例の一部を 
改正する条例 

新型コロナウイルス感染症に係る徴収猶予 
の特例を設けるなどの改正 
新型コロナウイルス感染症に感染した国民 
健康保険の被保険者に対して傷病手当金を 
支給するための改正 
新型コロナウイルス感染症に感染した後期 
高齢者医療の被保険者に対して傷病手当金 
を支給するための改正 

改正後 

６.４％ 

２５,６００円 

１７,９００円 

６３０,０００円 

改正前 

６.３％ 

２３,５００円 

１７,０００円 

６１０,０００円 

 

所得割 

均等割 

平等割 

 

 

医療保険分 

賦課限度額 

改正後 

２.７％ 

１１,０００円 

７,６００円 

１９０,０００円 

改正前 

２.７％ 

１０,５００円 

７,４００円 

１９０,０００円 

 

所得割 

均等割 

平等割 

 

 
後期高齢者

支援分　　 

賦課限度額 

改正後 

２.６％ 

１１,２００円 

５,９００円 

１７０,０００円 

改正前 

２.６％ 

９,８００円 

５,１００円 

１６０,０００円 

 

所得割 

均等割 

平等割 

 

 

介護保険分 

賦課限度額 

※新型コロナウイルス感染症の影響により 
　所得の減少が見込まれる方は減免となる 
　場合があります。 
　　　　　　　　　　　　

（Ｐ７参照） 

軽減区分 

 
７割軽減 

 

 

５割軽減 

 

 

 

２割軽減 

 

 

１世帯あた

り（平均） 

１人あたり

（平均） 

医療 

保険分 

 
３,９５２円 

 

２,４９８円 

 

 

 
７１０円 

 

４４９円 

介護 

保険分 

 
１,８２５円 

 

１,５５３円 

 

合計 

 

６,４８７円 

 

４,５００円 

改正前 

基礎控除額（３３万円）

以下 

基礎控除額（３３万円） 

+２８万円×（被保険

者数+特定同一世帯

所属者の数）以下 

基礎控除額（３３万円） 

+５１万円×（被保険

者数+特定同一世帯

所属者の数）以下 

改正後 

基礎控除額（３３万円）

以下 

基礎控除額（３３万円） 

+２８.５万円×（被保

険者数+特定同一世

帯所属者の数）以下 

基礎控除額（３３万円） 

+５２万円×（被保険

者数+特定同一世帯

所属者の数）以下 

後期 
高齢者 
支援分 

（参考）税率改正後の国保税 
　　　　引き上げ金額 

国保税の軽減判定所得の拡大 
（改正点は下線部分） 

税率の改正 
（改正点は下線部分） 

全員賛成で可決した議案 

議案の審議結果 

第490回  
臨時会 国民健康保険税条例など改正 国民健康保険税条例など改正 国民健康保険税条例など改正 国民健康保険税条例など改正 
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国民健康保険税条例の一部改正 

） 

反対討論（要旨） 小林　博  賛成討論（要旨） 

　国民健康保険は、国

民皆保険の基本であり

その精神は社会保障で

あります。加入者は高

齢化、無職、非正規雇

用者など低所得層が増

えており、社会保障と

しての役割はますます 

大きくなっています。 

　福崎町の場合、所得ゼロ世帯が４０％、それを

含んだ１００万円以下の世帯が７０％を占めていま

す。 

　今年の税の申告からも、総所得が減少してい

ます。コロナで経済活動が止められ、国保の加

入者には直接的に大きな影響が広がっています。

わずかな年金で病気と闘いながら主人の面倒を

見ている人、小さな店を親子で営み、３月以来

売上げが大きく減少している中、必死で毎日の

仕事に向き合っておられる町民がいます。国民

健康保険はそんな町民の命綱なんです。 

　引き上げ案は世帯の平等割と１人あたりの均

等割に偏っており、町民の生活を直撃するもの

です。令和元年度決算見込みによる基金残高は

最終補正予算よりも多くなっています。この時

期、基金を使い、値上げは避けるべきです。加

西市では、子どもの均等割を廃止しました。１

人あたりの一般会計からの繰入金も姫路市、神

河町に比べて少ないのではないでしょうか。住

民生活に思いをはせ、寄り添う姿勢が必要だと

思います。 

　以上、国保税の引き上げ中止を求めて討論と

いたします。 

　新型コロナウイルスの

感染拡大に伴い様々な支

援が行われているこの時

期です。税率を上げなく

てもよいのであればいい

のですが、財政運営の安

定を図るため、賛成の立

場から申し上げます。 

　国民健康保険事業は国民皆保険体制の基礎と

なる社会保障制度です。高齢者や低所得者層を

多く抱えていることや、年齢構成が高く医療費

水準が高いことなど、構造上の課題を抱えてい

ることは周知のとおりです。このような課題に

対し、将来にわたって国民皆保険制度を安定し

て維持していくため、平成３０年度に大きな改正

がなされたと思っています。 

　兵庫県が財政運営の責任主体として事業運営

の役割を担い、県内市町と一体となって同一所

得、同一保険料を目指した取り組みを進め、３年

目を迎えています。負担が増えずに済むことが

何よりですが、国の制度のもと、また県内での

一体的な取り組みを推進していく体制の中で、

本町も定められた方向で役割を担っていく立場

にあるのではないかと思います。 

　基金からの繰り入れは令和２年度当初予算の

額にさらに上積みし、負担増をできるだけ抑え

るよう税率案が提案されています。加入者の減

や医療費の増加傾向が続いている中、急激な負

担増とならないよう十分配慮し、慎重に取り組

んでいただくことを求め、賛成討論といたしま

す。 

竹本繁夫  

賛否の分かれた議案 

　福崎町国民健康保険税条例の 
　一部を改正する条例 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １０ １１ １２ １３ １４ 

○ １１ 

２ 

賛成 

反対 

○ ○ 

 

○ 

 

 

● 

 

● 

○ ○ ○ ○ ○ 

 

○ ○ － 

－ 

９ 

議 案 名  賛否 

条　例 

北
山
孝
彦
 

前
川
裕
量
 

城
谷
英
之
 

高
井
國
年
 

冨
田
昭
市
 

柴
田
幹
夫
 

竹
本
繁
夫
 

木
村
い
づ
み
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

山
口
　
純
 

三
輪
一
朝
 

松
岡
秀
人
 

河
嶋
重
一
郎
 

討論 

注１．北山議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。 
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福崎町議会へのお問い合わせ、ご意見ご要望は下記へ 
〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116－1　 
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国
内
外
を
問
わ
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
社

会
全
体
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い

ま
す
。
売
上
減
少
に
苦
し
む
小
規
模

事
業
者
や
、
学
校
休
業
に
よ
り
学
び

の
場
を
失
っ
た
子
ど
も
達
な
ど
、
支

援
を
要
す
る
人
々
は
大
勢
い
ま
す
。
 

　
 
町
の
第
１
次
補
正
は
、
他
の
市
町

村
に
比
べ
て
独
自
支
援
策
が
少
な
い

も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
追
加
支

援
を
求
め
る
決
議
を
提
案
し
、
議
員

全
員
賛
成
の
も
と
、
町
に
対
し
て
要

望
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
福

崎
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
対

す
る
様
々
な
支
援
策
を
追
加
す
る
第

２
次
補
正
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
 

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
だ

け
で
は
な
く
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
に
直
面
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
議
員
は
常
に
住
民

の
心
に
寄
り
添
い
、
町
と
と
も
に
よ

り
よ
い
福
崎
町
を
目
指
し
て
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

（
城
谷
英
之
）
 

　議会だよりの表紙・フォト 

ニュースの写真を皆様から募集

します。 

　応募のお問い合わせは、下記

まで。 

次の定例会は 

　9月4日 開催予定 

移動スーパーふくふくまるで「なっ得商品券」を販売 

　新型コロナウイルス感染症の影響で落ち込んだ
地域の消費を喚起することを目的に、今年は、な
っ得商品券のプレミアム部分が１０％から２０％に
増額されています。 
　１冊１２,０００円（１,０００円×１２枚）を１０,０００円で
１人につき２冊まで購入可能です。ふくふくまる
でも購入と利用が可能です。 

販売期間：令和2年8月6日（木）から先着順 
使用期間：令和2年8月6日（木）～令和3年1月15日（金） 
使用可能店舗：町内の登録店舗 
お問い合わせ先：福崎町商工会　☎22－0558庄地区 


